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弱い降ひょうを伴った対流系の降水分布の特徴について一清野・小元・八木・米谷
により1～3分のずれがある．雨量観測点はほぼセル∂の移動方向に沿って並んでいる・2021
と2032のPPI等エコー観測をもとに各雨量観測点をIS07の領域が最初に通過する時刻
を補間して求めると，Nで2012，Tで2021，Sで2028，Uで2028となり，上述した64
mm・hr一・以上の降雨強度が雨量計自記紙から算出された最初の時刻とほぼ一致する・この
ことからもこの多雨域がセル6にもたらされたものであることは明らかである。
6．考　　　察
　昭和50年8月5目の積乱雲に伴う降ひょう分布，降雨量分布について，レーダー観測結
果を合わせて調べたところ，降ひょう域と降雨量分布の最大降雨量を含む多雨域がよく重な
り，またこの領域をひょうをもたらした対流系の反射強度の強い部分が通過していた。北関
東における我々の観測例では，本報告の例も含めて，エコー反射強度の強い部分が通過した
地域に降ひょうが観測された例が多い（清野・小元，1975；小元・八木・清野，1976；八木，
1976など）．降ひょう記録計から推定される降ひょう域と比較するPPIレーダーエコーの
観測高度は，これらの例では大部分1km前後であり，観測されたひょうの直径は1～2cm
であった．Phi11ips（1973）はアメリカ・コロラド州における観測例で，降ひょう地点と時刻
を正確に押えた上で，その時刻のレーダーエコー構造と降ひょう地点を比較したところ，ビー
ム高度1kmのエコー構造でみると，エコーの移動方向からみて前方の反射傾度の最も大き
な部分に降ひょう地点が位置していた．これはエコーの移動に伴い降ひょう域を最大反射強
度領域が通過していることになり，我々の結果と一致する．Changnon（1970）はアメリカ・
イリノイ州の434の降ひょう域について降雨域との位置関係を調べて，39％の降ひょう域
が降雨域の主軸の中心に，36％が主軸の有側に，25％が主軸の左側に位置していたという
結果を得た．また大きな被害を与えた降ひょう域はすべて降雨域のコアーに発生しており，
この強い雨と風によつてひょう害はさらに強まると述べている．北関東における8月5目の
場合は降雨域のコアーに降ひょう域が位置したが，被害をおよぼすまでには至らなかった、
　強い反射強度が観測されるということは，強い降雨あるいは多量のひょうが含まれている
ためと考えられるので，我々は降ひょう時の垂直構造を得るために，REI方位決定の際に
は，PPIエコーに最大反射強度が現われた方位をとっている．この方法で降ひょうをもたら
している時刻の積乱雲の垂直断面をとることができた例が実際にいくつかあった（小元・八
木・清野，1976；八木，1976など）．あるいは降ひょうをもたらす直前または直後の垂直断
面もいくつか得られている．
　我々の降ひょう記録計は，ひょうの大きさと個数につての情報をもたらすが，降ひょう時
刻や降ひょう持続時間についての情報を得ることはできない．時間に関する情報その他特記
すべき情報は現地観測者の気の付く範囲でおおまかな目安程度で報告してもらっている．し
たがって正確な降ひょう時刻・持続時間の把握は期待できない。そこでこれまでに述べてき
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た結果から降ひょう時刻の推定を試みた．ひょうを伴った対流系にもたらされた降雨量分布
の多雨域に降ひょう域が位置したのは，降ひょうが比較的小粒で弱かったので強い雨にまじ
って降ったためと考えられる．現地からも強い雨にまじって降ったことが報告されている．
セル6の反射強度の強い部分がこの多雨域・降ひょう域を通過していることから，この反射
強度の強い部分付近にひょうが存在していたと考えられる．これらのことを考え合わせて，
エコーの強い部分が通過した時刻，雨量計に大きな降雨強度をともなう降雨のあった時刻か
ら降ひょう開始時刻は，Tで2022頃，Sで2028頃，Uで2026頃と推定される．Nは降
ひょう域からはずれていた、各地点における降ひょう持続時問は，ひょうが強い雨にまじっ
て降ったことから，約20分の降雨持続時間を超えることはないであろう．また降ひょう域
全体の降ひょう時刻は2020～2040頃と考えられる．図5中に示した現地から報告された降
ひょう時刻のうち境町分の2030は上記の降ひょう推定時刻とほぼ一致するが，伊勢崎市分
の1930－2000についてはかなりのくい違いがみられる．しかし図5に示した現地から報告
された降ひょう時刻は，あくまで1目のうちのおよその目安を表わすものである．
7．　結　　　論
　昭和50年8月5目北関東に発生した降ひょうを伴った対流系にもたらされた降ひょう分
布・降雨量分布について，レーダー観測結果と合わせて解析した結果，次のような特徴がみ
られた．
　（1）降ひょう域の大さは長さ約7．5km，幅約2．5kmで，主軸の方向は後述の特定の
エコーセノレの移動経路に一致していた．
　（2）降ひょう域内の降ひょうバラメーター（ひょう粒数，各観測点における最大直径，
単位面積あたりのひょうの衝突エネルギー，単位面積あたりのひょうの質量）の分布には，
主軸方向に二つの極大域が約4km離れて存在していた．
　（3）　レーダーエコーはmulticel1typeであった．一方降雨量分布には，これに対応し
て，セノレの移動方向に平行に複数の多雨域がみられ，このうち最も降雨量の多かった地点
（21分間に17．8mm）を含む多雨域が降ひょう域と一致した．
　（4）　ひょうをもたらしたエコーセルは，この目発生したエコーセルの中で最も長い2時
間余りの寿命を保ち，かつ他のセノレより強い反射強度が観測された．また，このセノレの反射
強度の強い部分が降ひょう域・多雨域上を通過しており，その直前に行われた等エコー観測
ではIS08に達する強い反射強度がみられた．
　（5）ひょうをもたらしたセルの反射強度IS07の領域が，降ひょう域と一致した多雨
域内の雨量観測点を通過した時刻と，これらの観測点の雨量計自記紙から算出した降雨強度
のうち，IS07に相当する64mm・hr■1以上の降雨強度が初めて得られた時刻はほぼ一致
した．
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　（3）（4）（5）の特徴から，ひょうがエコーの反射強度の強い部分に存在していて，強い雨と
ともに降ったと考えられる．一方現地からもひょうが強い雨に混じって降ったと報告された．
我々の降ひょう記録計は時刻を記録しないので，一般に降ひょう時刻とその持続時間の確定
は困難であるが，上述の結果をもとにレーダーと雨量計の記録から降ひょう時刻の推定を試
みることができた．
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